
令和７年度 第２回 高松市美しいまちづくり・景観審議会

資料－２

令和７年１１月２５日（火）
高 松 市 都 市 計 画 課

高松市景観計画の今後の方向性について
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■サンポート高松周辺

せとしるべ

あなぶきアリーナ香川
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月見櫓

天守台

■玉藻公園周辺

１ 前回の振り返り

一般区域から重点地区に変更

サンポート高松周辺及び玉藻公園周辺を景観

形成重点地区に指定し、それぞれの特性に応

じた景観形成を図る
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１ 前回の振り返り

玉藻公園周辺
第5種許可地域
↓
第１種許可地域

サンポート
高松周辺
第5種許可地域
↓
第４種許可地域

◎サンポート高松周辺では、一定の規模を超えた広告物に色彩規制を導入することで、

市の顔としての品格と秩序を保つ

◎玉藻公園周辺では、通常の一般広告物を制限し、玉藻公園周辺の秩序を保つ

更に上乗せ基準として、屋上広告及びデジタルサイネージを禁止する。

屋外広告物



１ 前回の振り返り

主な意見
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区域設定について

・玉藻公園について視点場からの背景チェックを含めた区域設定が重要。

北側及び西側からの視点の確認

背景にほぼ建物が入り込まないことを確認

北側（水城通りから撮影） 西側（高松駅側から撮影）



１ 前回の振り返り

・デジタルサイネージについて、多くの委員が禁止に賛成の意見を表明。
・屋上広告物を全面的に禁止する方向性に異論はない。
・高度成長期に増加した屋上広告物が、現代の経済へ及ぼす影響は少ない
との指摘。
・「きつい色の規制」について大筋で賛成。
・玉藻公園、サンポート地区は、国宝級の文化財や重要な観光地として、特
に慎重に扱うべき。

主な意見
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規制の方向性については概ね了承をいただいた。

屋外広告物の規制について



２ 変更点のポイント

景観形成重点地区の追加
・栗林公園周辺 ・仏生山歴史街道
・都市軸沿道 ・屋島
・讃岐国分寺跡周辺 ・サンポート高松周辺
・玉藻公園周辺
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高松市中心市街地夜間景観ガイドラインの策定に伴
い、記述を追加する

それぞれについて、届出対象範囲と景観形成基準を定める

対象となる中心市街地を含む区域の方針・基準等に内容を追加



２ 変更点のポイント

序 章 景観計画策定の背景と目的

第１章 景観計画区域

第２章 目標及び基本方針

第３章 良好な景観形成に関する方針

第４章 良好な景観形成のための行為の制限に関する事項

第５章 景観重要建造物・樹木の指定方針

第６章 その他景観形成に必要な事項

第７章 協働による景観形成の仕組みと体制
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今回の審議会では、届出基準等の主な変更箇所となる

第３章及び第４章に係る内容について、御意見を伺いたい



３ 重点地区の追加に伴う届出対象行為について

他の景観形成重点地区
（仏生山歴史街道景観形成重点地区を除く）

■建築物

・高さが１０ｍ、延べ面積が５００㎡を超える建
築物について、届出対象とします。
■工作物・開発行為
・一般区域（市全域）と同一の届出対象とします。

※仏生山歴史街道景観形成重点地区について
は、歴史的街なみの保存を目的としているため、
全ての行為を届出対象としています。

■建築物
・大規模な建築物（高さが２０ｍ、延べ面積が
３，０００㎡を超えるもの）
■工作物
・高さが１０ｍを超えるもの
■開発行為
・区域面積が３，０００㎡を超えるもの
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現在のサンポート高松及び玉藻公園周辺
の区分（一般区域市街地景観ゾーン）

【届出対象とする行為の範囲について】

サンポート高松周辺及び玉藻公園周辺において、

他の景観形成重点地区（仏生山歴史街道は除く）

と同規模の届出対象を検討



回遊性の高いプロムナード整備や歩行者中心の空間構成を進めます。

港や駅前広場などを中心に都市の品格と活気を両立させるデザインを
展開します。

穏やかな海や島々と調和する光環境・色彩計画を推進します。

港と街を視覚的・空間的につなぐ開放的な空間を形成します。

４ サンポート高松周辺景観形成重点地区の内容について

◎世界からの来訪者を迎える都市の顔となる景観
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【１．景観形成の方針】

「世界都市・高松の玄関口、ウォーターフロントとしての特徴を活かして、

みなととまちが織りなす景観づくりを進めます」

◎海と街の一体感を創出する景観

◎瀬戸内らしい、やさしい光と色彩による景観

◎人が歩いて楽しめるウォーターフロント景観



・屋上広告物は、都市の玄関口としての景観統一を図るため、その掲出を禁止する。
・デジタルサイネージは、防災・観光案内機能を主目的とし、都市の公共性に資する内容
に限定する。

・高松市中心市街地夜間景観ガイドラインを活用し、夜間景観の形成に努める。

・低・中層部の外観は、海との調和に配慮し、暖色系の落ち着いた色彩とする。
・港周辺施設の低層階は、アート作品等を引き立てる落ち着いた色彩とする。
・街路樹による並木と調和に配慮し、落ち着いた色彩の使用に努める。

・海からの眺望・海への眺望を遮らないよう配慮する。

４ サンポート高松周辺景観形成重点地区の内容について

【２．景観形成基準】 以下の方向で検討しています。

◎ 配置・規模

◎ 屋外広告物

◎ 夜間景観 

◎ 形態・意匠
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瀬戸内海と玉藻公園の水際を一体的に捉え、かつての海城の姿を想起
させる景観構成を図ります。

「海と城が共に生きる歴史・文化の景観づくりを進めます」
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５ 玉藻公園周辺景観形成重点地区の内容について

【１．景観形成の方針】

◎海と城が呼応する風景の再生

高松城跡・石垣・堀などの歴史的構造物を尊重しつつ、現代的な利便性
とデザイン性を両立させます。

◎歴史と現代が調和する景観

日常的な散策や文化活動を通じて、歴史を身近に感じられる“開かれた
史跡空間”を形成します。 

◎市民と観光客が交流する文化景観
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５ 玉藻公園周辺景観形成重点地区の内容について

【２．景観形成基準】 以下の方向で検討しています。

・屋上広告物は、城郭景観を背景に持つ地区として、その掲出を禁止する。
・デジタルサイネージは、常時点灯せず、史跡説明や観光案内等の内容に限定する。

・高松市中心市街地夜間景観ガイドラインを活用し、夜間景観の形成に努める。

・高松城跡の歴史性、文化性、自然と調和した形態・意匠とする。
・周囲建築物とのまちなみ及び背景との調和に配慮する。

・玉藻公園への眺望に配慮する。

◎ 配置・規模

◎ 屋外広告物

◎ 夜間景観 

◎ 形態・意匠
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色 相 彩 度 明 度

Ｙ、ＹＲ、Ｒ ６以下 －

その他 ２以下 －

６ 景観形成重点地区の内容について
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色 相 彩 度 明 度

Ｙ、ＹＲ、Ｒ ４以下 －

その他 ２以下 －

【色彩基準の変更】

サンポート高松及び玉藻公園周辺において、他の景観形成重点地区

と同様に、鮮やかさの基準である彩度を規制強化する方向で検討

他の景観形成重点地区
（仏生山歴史街道景観形成重点地区を除く）

現在のサンポート高松及び玉藻公園周辺
の区分（一般区域市街地景観ゾーン）



７ 夜間景観ガイドラインの策定に伴う追加事項について

「高松市中心市街地夜間景観ガイドライン」の対象となる、中心市街地が含まれる、
市街地景観ゾーンの「景観形成の方針」に、夜間景観に関する項目を追加します。
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また、中心市街地を含む区域である、栗林公園周辺景観形成重点地区、都市軸沿道
景観形成重点地区（A地区）及び市街地景観ゾーンの「景観形成基準」に、夜間照明に
関する内容を追加します。

夜 間 照 明
中心市街地活性化基本計画区域においては、高松市中心市街地夜
間景観ガイドラインに基づいた夜間景観の形成に努める。

・夜も歩いて楽しい夜間景観形成
全国有数の商店街など、多くの市民や観光客が訪れ、経済・商業の中心を担う中心市

街地においては、より一層、活力とにぎわいのある都市空間の形成を図るため、夜間にも
歩いて楽しくなるよう、魅力ある夜間景観形成を図ります。

追加

追加



８ 今後のスケジュール

15

事業内容
Ｒ７年度 Ｒ８年度

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

景観条例の改正
景観計画の改定
屋外広告物条例等改正

3月パブリック
コメント

●8/4
審議会
屋外規制

●11/25
審議会
景観基準
改正の考え方

●6月議会
条例改正 運用開始

●2月
審議会
景観計画
案

●5月
都市計画審議会
（意見聴取）

●5月
審議会
報告
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